
令和５年度 第２回狭山市文化財保護審議会 会議録 

 

開催日時  令和５年１２月１９日（火） 

  午後３時００分から午後３時４０分まで 

開催場所  教育委員会室 

出 席 者  髙橋（光）委員長、岩本委員、高橋（恵）委員、中平委員、名雲委員、橋本委員、

吉田委員 

欠 席 者  林副委員長、宮瀧委員 

事 務 局  滝嶋教育長、内藤生涯学習部長、石井社会教育課長、安井主査、中津主事補 

傍聴者数  ０名 

 

議  題 

 １ 令和５年度事業報告及び今後の予定について 

会議資料に基づき、令和５年度事業報告及び今後の予定について事務局より説明し、

質疑応答の後、承認された。 

 質疑等 

委 員  文化財の画像・映像資料の収集について、記録のため毎年撮影を行っていると

のことだが、同じ上演を撮影する上で何か工夫はしているのか。 

事務局  祭り当日の様子の他に、例えば今回は練習風景の記録保存としての撮影、別の

時には広報を目的とした撮影、といった形で趣旨を変えて撮影しております。 

委 員  毎年記録を取ることは重要である。是非今後も継続してほしい。 

 

２ 令和６年度事業予定について 

会議資料に基づき、令和６年度事業予定について事務局より説明し、質疑応答の後、

承認された。 

質疑等 

委 員  指定文化財の振興事業補助の実施団体について、無形民俗文化財を上演・継承

している団体はいくつか。 

事務局  現在、指定無形民俗文化財については１０団体が活動しており、そのうち、２

団体は上演等を中止しております。 

委員長  なぜ中止をしているのか。 

事務局  代表者の不在や新型コロナウイルス感染症の影響を受け、実施を見送ったとい



う話を聞いております。 

 

その他、各委員から意見等を頂いた。 

委 員  狭山市立博物館において、狭山市の発展に尽力した人々や、文化人に関する展

示が無い。風化させないためにも、紹介展示の製作等をするのはいかがか。 

事務局  検討します。 

委 員  狭山市立博物館の資料収集において、社会教育課から依頼を受けて調査をした

田口保明関係資料の内、「松尾芭蕉書状」について紹介する。これは、おそら

く元禄７年６月２日付で芭蕉が「窓月庵主」宛に「時鳥」の「句集御催」を開

くことに関して連絡を取ったものと考えられる。 

事務局  調査結果を今後の業務の参考にさせていただきます。 

委 員  この場を借りて、令和５年１１月１６日に橋本太郎委員が令和５年度地域文化

功労者として表彰されたことをお伝えする。 

 


